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平成30年度シラバス 

 

                                                                    学番65 新潟県立出雲崎高等学校 

 

 

１ 学習の到達目標 

・数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析について理解し、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象

を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

２ 指導の重点 

・基本的な計算技術の習得を目指します。深い思考の過程を重視し、一問一問に対して粘り強く頭を働かせて取り組

む態度を育てます。特に「２次関数」「三角比」の分野は、考える時間を重視していきます。 

 

３ 学習の計画 

学

期 
単  元  名 学 習 活 動 （指 導 内 容） 

時

間 
評価方法 

前

期 

中学校の復習 ・分数の四則演算、正負の四則演算など、中学校まで

の計算について復習する。 8 
・授業への取組 

・課題提出 

・定期テスト 

・小テスト 

 

数と式 

 

・文字式の足し算・引き算・かけ算の計算方法を学び、

これらを応用して、展開公式を学習する。 

・因数分解の仕組みを学び、基本的な公式やたすき掛

け、さらにそれらを応用させた因数分解の解法を

学習する。 

14 

・実数の分類を学習し、平方根の意味を復習する。 

・平方根の四則演算や有理化を学習する。 
8 

・１次方程式の解き方を学習する。 

・不等号の意味を理解し、１次不等式を解く。 
10 

２次関数 ・１次関数を復習し、グラフをかく。 

・２次関数の仕組みを理解し、平方完成を練習する。 

・２次関数のグラフをかく。 

16 

・２次関数の最大値・最小値を求める。 

・因数分解を利用した２次方程式の解き方を復習し、

解の公式の使い方を学習する。 

・２次不等式の解き方を学習する。 

14 

後

期 

三角比 

 

 

・三平方の定理を復習し、三角比の意味を学習する。 

・三角比の表を利用し、図形問題の解決に役立てる。 

・三角比の相互関係を学習する。 

18 

・授業への取組 

・課題提出 

・定期テスト 

・小テスト 

 

・三角比を用いた三角形の面積の公式を学習する。 

・正弦定理・余弦定理を学習し、三角形の辺の長さや

角度を求める。 

12 

集合と論証 ・集合の基礎事項を学習する。 4 

・命題の真偽、必要・十分条件について学習する。 

・命題のいろいろな証明方法について理解する。 
8 

数 学 Ⅰ 

教科（科目） 数学（数学Ⅰ） 単位数 ４単位 学科・学年・コース・組 １年次 

使用教科書 実教出版 高校数学Ⅰ 新訂版 

副教材等 実教出版 高校数学Ⅰ サブノート 
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データの分析 ・色々なグラフを学習し、与えられたデータに対して

適切なグラフをかいて分析する。 

・度数分布表やヒストグラムをかき、データを整理す

る方法について学習する。 

・相対度数について学習する。 

6 

 

・代表値の計算方法や四分位数について理解し、デー

タを分析する方法について学習する。 

・２つのデータの相関関係について学習する。 

12 

課題学習 ・各単元の内容の理解が深まるような課題を設定し、

調べたものをレポートにまとめる発表する。 
10 

計140時間(50分授業) 

 

４ 課題・提出物等 

・各単元の終了時に、授業プリントを綴じたファイルの提出を設定する。 

・長期休業中の課題は別途指示する。 

 

５ 評価基準・評価方法 

評価は次の４つの観点から行う 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

数と式、図形と計量、二次 

関数及びデータの分析の考

え方に関心をもつととも

に、数学のよさを認識し、

それらを事象の考察に活用

しようとする。 

事象を数学的に考察し表現 

したり、思考の過程を振り 

返り、多面的・発展的に 

考えたりすることなどを 

通して、数と式、図形と 

計量、二次関数及びデー 

タの分析における数学的 

な見方や考え方を身に付 

けている。 

数と式、図形と計量、二次 

関数及びデータの分析にお 

いて、事象を数学的に表 

現・処理する仕方や推論の 

方法などの技能を身に付け 

ている。 

数と式、図形と計量、二次 

関数及びデータの分析にお 

ける基本的な概念、原理・

法則などを理解し、知識を

身に付けている。 

 

 

 以上の観点を踏まえて、以下のことなどから、総合的に評価する。 

・定期考査の点数       ・小テストの点数  ・演習プリントの解答内容  ・課題プリントの提出状況 

・授業への参加の仕方や態度  ・出席状況     ・自習、その他の取り組み 

 

６ 担当者から一言 

・最初の授業で中学校までの内容を範囲とする復習テストを行います。そのテスト結果をもとに、皆さんの習熟度に

応じて３クラスに分けて授業を行います。 

・前期の前半は、中学校までの学習内容（分数計算、正負の計算など）の確認を行います。その後、高等学校の数学

の基礎となる内容（式の計算、展開・因数分解、平方根、方程式と不等式など）から学習していきます。一時間一

時間を大切にして、力をつけていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


